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平
成
26
年
第
２
回
市
議
会
臨
時
会

を
５
月
16
日
㈮
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
国
の
経
済
対
策
関
連
補
正
予
算

な
ど
に
伴
う
平
成
26
年
度
新
居
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
、
新
居
浜

市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
な
ど
の

人
事
議
案
２
件
、
報
告
議
案
３
件
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

次
の
議
決
結
果
一
覧
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
各
常

任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
が
選
任
さ

れ
、
副
議
長
が
新
し
く
就
任
し
ま
し

た
。

　

５
月
市
議
会
臨
時
会

平成 26 年第２回新居浜市議会臨時会  議決結果一覧

【市長提出分】

議決結果

原案可決

同意

〃

承認

〃

〃

概　　　　　　　　　　　　要

国の平成 25 年度補正予算を受けて実施する、地
域人づくり事業などの施策費について予算措置す
るもの（補正額 9,559 万 1 千円増）

辞任に伴い新たに選任するもの（藤田佳之　氏）

             　　 〃                        （樋口志朗　氏）  

地方税法等の一部を改正する法律が施行され、新
居浜市税賦課徴収条例等の一部を改正する必要が
生じたため、専決処分したもの

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が施
行され、新居浜市国民健康保険条例の一部を改正
する必要が生じたため、専決処分したもの

地方交付税等が確定したことに伴う財源補正およ
び財政調整基金等への積立措置等について、補正
予算を専決処分したもの

件　　　　　　　　名

平成 26 年度一般会計補正予算（第１号）

新居浜市固定資産評価員の選任について

新居浜港務局委員会の委員の任命について

専決処分した事件の承認について（新居浜市
税賦課徴収条例等の一部を改正する条例）

専決処分した事件の承認について（新居浜市
国民健康保険条例の一部を改正する条例）

専決処分した事件の承認について
（平成 25 年度一般会計補正予算（第８号））

議案
番号

43

44

45

５

６

７

議
案

報
告

５
月
市
議
会
臨
時
会

  

委
員
会
審
査

　

５
月
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
平
成

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
に

つ
い
て
、
４
つ
の
常
任
委
員
会
に
お

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
別
子
山
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
費
に
つ
い
て

　
　

主
な
事
業
内
容
は
？

　
　

別
子
校
区
連
合
自
治
会
と
の
協

　
　

議
の
結
果
、
新
し
い
取
り
組
み

と
し
て
、
朝
鮮
人
参
と
サ
ト
ウ
カ
エ

デ
の
栽
培
や
、
媛
っ
こ
地
鶏
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

◎
地
域
人
づ
く
り
求
職
弱
者
就
労
・

社
会
参
加
促
進
事
業
費
に
つ
い
て

　
　

事
業
内
容
は
？　

　
　

新
規
雇
用
者
に
、
キ
ャ
リ
ア
カ

　
　

ウ
ン
セ
ラ
ー
講
座
な
ど
を
受
講

し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
ま
た
、（
求

職
弱
者
に
対
し
て
）
自
立
支
援
講
座

や
短
期
的
な
就
労
訓
練
を
実
施
し

て
、
就
職
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

問答問答

vol.４
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【
企
画
総
務
委
員
会
】

【
福
祉
教
育
委
員
会
】

佐
々
木 

文
義

伊
藤 

初
美　
　

　
岡
崎 

溥

　
仙
波 

憲
一

　
加
藤 

喜
三
男

　

委
員
長

藤
原 

雅
彦

副
委
員
長　

篠
原 

茂

　
岩
本 

和
強

　
白
簱 

愛
一

　
近
藤 

司

　
山
本 

健
十
郎

　

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

◎
地
域
人
づ
く
り
介
護
人
材
確
保

支
援
事
業
費
に
つ
い
て

　
　

６
人
の
新
規
雇
用
を
予
定
し

　
　

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ど
こ
に
申
し
込
む
の
で
す
か
、ま
た
、

委
託
先
事
業
所
は
ど
こ
で
す
か
？

　
　

委
託
す
る
予
定
の
事
業
所
が
ハ

　
　

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
を
し
て
募

集
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
委
託

先
事
業
所
は
社
会
福
祉
法
人
す
い
よ

う
会
と
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
株

式
会
社
の
２
か
所
の
予
定
で
す
。　

 

副
議
長

大
條  

雅
久

新 委 員 紹 介
　常任委員会は、予算・条例などの議案や、請願などを専門的かつ効率的に審査、
調査するために設置している常設の機関です。新居浜市議会には次の４つの常任
委員会があります。また、議会運営委員会は、議会を円滑に運営するために設け
られた委員会で、議会の日程や議案の取り扱いなどを協議しています。

（委員は議席順で掲載、敬称略）

委
員
長

大
石 

豪　

髙
須
賀  

順
子

　

先
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

副
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
感
謝
と
責

任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
、
新

居
浜
市
議
会
が
制
定
し
た
議
会
基
本

条
例
を
基
に
常
に
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
市
議
会
で
あ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
議
会
が
公
正
か
つ
円
滑

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
議
長
を
補
佐
し

副
議
長
の
職
務
に
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
す
。　

答 問

副
委
員
長

水
田 

史
朗　
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【
市
民
経
済
委
員
会
】委

員
長

永
易 

英
寿　

副
委
員
長

高
塚 

広
義　

川
﨑 
利
生

　
藤
田 

幸
正

　
藤
田 

豊
治

　
伊
藤 

優
子

　

【
環
境
建
設
委
員
会
】副

委
員
長

三
浦 

康
司　

真
木 
増
次
郎　

委
員
長

伊
藤 

謙
司　

太
田 

嘉
一

　
大
條  

雅
久

　
髙
橋 

一
郎

　

◎
会
議
録
の
公
開
に
つ
い
て 　

　

５
月
市
議
会
臨
時
会
の
審
議
内
容

は
、
８
月
下
旬
以
降
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
本
会
議
会
議
録
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
各
公

民
館
、
各
支
所
、
別
子
銅
山
記
念
図

書
館
な
ど
で
会
議
録
の
閲
覧
が
で
き

ま
す
。

◎
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い  

　

市
議
会
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

委
員
会
は
委
員
長
の
許
可
を
得
て
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
議
会

の
活
動
状
況
や
市
政
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
、
身
近
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

議
員
全
員
協
議
会
は
、
市
政
に
関

す
る
重
要
な
事
項
な
ど
に
つ
い
て
全

議
員
で
協
議
す
る
た
め
必
要
に
応
じ

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
25
日
に
開
催
し
た
協
議
会
で

は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
市
長
か
ら

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

①
端
出
場
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
整

備
計
画
案
（
温
泉
施
設
は
縮
小
し
て

継
続
、
子
ど
も
用
施
設
の
設
置
な
ど
）

②
新
居
浜
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

（
駅
南
地
区
を
予
讃
線
の
高
架
化
を

前
提
と
し
な
い
整
備
方
針
で
検
討
し

て
い
く
こ
と
、
駅
前
32
街
区
の
民
有

地
買
収
後
の
整
備
計
画
案
）

議
員
全
員
協
議
会

（
４
月
25
日
㈮　

午
後
１
時
～
）

◎
白
簱
愛
一
、
○
大
石
豪
、
岩
本
和
強
、
藤
田
豊
治
、
髙
橋
一
郎
、
真
木
増
次
郎

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
、
委
員
は
議
席
順
で
掲
載
、
敬
称
略
）

議
会
活
動
報
告

傍聴席の様子
（上の階が傍聴席）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

vol.４
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請
願
書
・
陳
情
書
の
提
出
期
限

　
　

は
定
例
会
の
招
集
告
示
日
の
翌

日
午
後
５
時
で
す
。
た
だ
し
、
招
集

告
示
日
の
翌
日
が
休
日
の
場
合
は
招

集
告
示
日
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
提
出
期
限
以
降
に
受
け
付

け
た
も
の
は
、
次
の
定
例
会
で
審
査

し
ま
す
。

▼
定
例
会
と
臨
時
会

　

市
議
会
に
は
、
定
期
的
に
開
か
れ

る
定
例
会
と
、
必
要
に
応
じ
て
開
か

れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。
新
居
浜

市
で
は
定
例
会
を
２
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
年
４
回
開
い
て
い
ま
す
。

▼
専
決
処
分

　

議
会
が
議
決
す
べ
き
条
例
、
予
算

な
ど
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要
し
議
会

を
開
催
す
る
時
間
が
な
い
な
ど
特
定

の
場
合
に
、
市
長
が
議
会
に
代
わ
っ

て
決
定
す
る
こ
と
で
す
。
市
長
が
専

決
処
分
を
行
っ
た
場
合
、
次
の
議
会

で
報
告
し
、
承
認
を
得
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
議
会
の
議
決
に

よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
軽
易

な
事
項
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
行
っ

た
場
合
は
、
次
の
議
会
で
報
告
の
み

行
い
、
承
認
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

議
事
課　

☎
65
‐
１
３
２
１

　
　
　
　
　

65
‐
１
３
２
２

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
、
請
願
や
陳
情
と
し
て
提
出

さ
れ
た
場
合
、
審
査
を
し
て
採
択
、
不
採
択
の
意
思
を
決
定
し
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
市
政
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
市
長
に

対
し
て
そ
の
内
容
を
送
付
し
、
実
現
を
要
請
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
生
活
に

関
わ
る
問
題
で
、
そ
れ
が
国
な
ど
の
仕
事
で
あ
れ
ば
、
関
係
機
関
に
対
し
て
市

議
会
の
意
思
を
伝
え
、
解
決
を
求
め
る
な
ど
し
ま
す
。

　
　

次
の
①
か
ら
④
の
必
要
事
項
を

　
　

日
本
語
で
表
記
し
、
押
印
の
上
、

新
居
浜
市
議
会
議
長
宛
て
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
請
願
・
陳
情
の
趣
旨

②
提
出
年
月
日

③
請
願
者
・
陳
情
者
の
住
所
・
氏
名

（
法
人
の
場
合
に
は
そ
の
名
称
と
代

表
者
の
氏
名
）

④
表
題
は
「
請
願
（
書
）」
ま
た
は
「
陳

情
（
書
）」
と
題
し
、「
要
望
書
と
い

う
表
題
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
願
書
は
紹
介
議
員
の
署

名
ま
た
は
記
名
押
印
が
必
要
で
す
。

　

様
式
例
に
つ
い
て
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.niiham

a.lg.jp/gikai
委
員
会
付
託

　
　

請
願
書
、
陳
情
書
を
受
理
し
た

　
　

後
の
審
査
の
流
れ
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
住
所
が
市
外
の
人
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
審
査
は
行

わ
ず
、
所
管
の
委
員
会
へ
の
参
考
配

付
と
な
り
ま
す
。）

審
査
結
果
を
提
出
者
（
代
表
者
）

に
文
書
で
通
知

議
会
用
語
の
豆
知
識
①

請
願
・
陳
情

請
願
と
陳
情
の
違
い
は
？

提
出
期
限
は
？

  　

 

市
議
会
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も

　
　

の
を
請
願
、
な
い
も
の
を
陳
情

と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
請
願
は
日
本
国
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
国
民
の
権
利
の
一
つ
で

す
。
請
願
と
陳
情
は
、
手
続
き
や
根

拠
が
異
な
り
ま
す
が
、
要
望
を
述
べ

る
と
い
う
点
で
は
、
相
違
あ
り
ま
せ

ん
。

提
出
方
法
は
？

 

提
出
後
の
審
査
の
流
れ
は
？

  

本
会
議

付
託
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
を
審
査

⇩

  

委
員
会

○
委
員
会
の
審
査

　

結
果
を
報
告

○
討
論
・
採
決

⇩

  

本
会
議

⇩
A Q

QA

Q QAA

vol.４


